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と短時間開花のひみつ」 
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カフカと福祉国家 

大阪学習センター客員教授 鴋澤  歩 

 本2024年は、「判決」「変身」『城』『失踪者（アメリカ）』『訴訟（審判）』などで知

られる作家フランツ・カフカの没後百年にあたる「カフカ・イヤー」です。文学史上

比類を絶する存在ですから当然ではありますが、悪い言葉をことさらに使えばある種の「カフカ 産 業
インダストリー

」が活気

づいている年だともいえます。（カフカの読者からすれば、我が国でのそれはまだ「産業」としておとなしすぎる

気もしますが……。） 

 ある朝何か気がかりな夢から覚めてみると一匹の巨大な蟲になっていたグレーゴル・ザムザや、何者かの中傷で

突然逮捕され奇怪な訴訟の被告となるヨーゼフ・Kの物語を書いたカフカが、実生活では表面上きわめて堅実な勤

め人であったことは、よく知られています。それほど昇進もしなかったみなし公務員の人生には、しかしその作品

に対するのと同等もしくはそれ以上の高い関心が後世の人間によって払われてきました。生涯の大半を生まれ故郷

のプラハで送り、独身で通した41年間は、第一次世界大戦という大変動をはさみながらも、個人としてはたいし

て劇的な起伏のなかったものといえるはずですが、兼業作家カフカの生活には濃密な調査が1960年代後半以降は

加えられ、今日に至ります。日記や手紙、あるいは同時代の記録をもとに、いまやほとんど日単位の詳細さでカフ

カの行動が再現されています。その成果は複数の分厚い伝記や、月日単位で記されたこれも複数ある「年代記」と

なっていますが、新史料の発掘で、あるいは私たちの問題関心の時々の変移によって、今後も研究が蓄積されるで

しょう。 

 フランツ・カフカは1883年7月3日にプラハに生まれ、上述のとおり1924年6月3日にウィーン近郊で病死し

ましたが、その時代に重なる時期のドイツの社会経済史・経営史を学んでいる私などがどうしても関心をもつの

は、19世紀末から20世紀初頭にかけての経済社会の決定的な変化の中にいた経済人・職業人カフカです。 

 当時のオーストリア・ハプスブルク帝国がつくった労働者災害保険局での14年にわたる勤務は、カフカ自身が

知人への手紙や日記では常に職場への不平をならしていたこともあって、作家にとっては単に厭々の食い扶持稼ぎ

だったと当初は片付けられてきました。 

 しかし近年、この平凡で退屈だったはずの小官吏カフカ博士のオフィス・ワークは、作家カフカのきわめて非凡

な執筆活動に本質的な影響をもたらしたのではないかと、重い意味づけが与えられるようになっています。たしか

に、カフカが多く深夜に自室で執筆した作品と昼間のオフィスでの労働との間には、明白なリンクがあるようで

す。「官僚制」の迷宮を描くことが多いカフカの数々の傑作に、役所勤めの経験がヒントを与えたというのはあり

そうなことですが、そればかりか「むしろ文芸著作こそが、彼の職場の書類の延長なのだ」とまでする研究者もい

ます。 

 フランツ・カフカの職場「ボヘミア王国プラハ労働者災害保険局」は19世紀後半から20世紀初頭にかけての、

ヨーロッパの社会的・経済的変化の先端に位置していました。19世紀後半に「社会」という概念が新たに形成さ

れ、現在でいう福祉国家が発展していく過程が始まります。ハプスブルク帝国の隣国ドイツ帝国ではオットー・ビ

スマルクによる社会保険制度が導入―1883年に疾病保険法、1884 年に労災保険法、1889年に廃疾・老齢保険法が

制定・施行―され、国家が福祉に対する役割を強めました。この制度の拡充（のちにいう「社会国家」への展開）

は都市の自治体や民間団体との競合を通じて進められ、「社会都市」と呼ばれる都市社会化のなかでの新しい福祉

制度のありかたが形成されました。カフカはこのような変革期の、いわゆる「都市ガバナンス」の現場にあたって

いたのです。 

 「社会都市」から「社会国家」へ、という福祉国家の成立史は今日における経済史研究の焦点の

ひとつですが、私たちの現代経済社会の形成過程の最前衛からあの哲学的とも寓話的ともいわれ

る作品が生み出されたと気づくことには、単なる一挿話を超えた意味を（文学研究ならぬ）経済

史研究にもつかもしれません。 

 （大阪大学大学院経済学研究科・教授） 

巻 頭 言 
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2024 年度第 1 学期の入学者の集いを大阪学習センター第 1 講義室にお

いて、4月 7日（日）に執り行い、83 名の新入生が参加されました。 

当日は、放送大学岩永学長からのビデオメッセージを放映した後、大阪

学習センター金水所長のあいさつに続き、新入生ガイダンスとして、大阪

学習センターの利用方法、学習の進め方などについての説明を行いまし

た。 

また、式典終了後には、大阪学習センターで

活動するサークルの紹介が行われました。そ

の後、多くの参加者が７階 EV ホールにあるサ

ークル掲示板の前に足を止めておられまし

た。 

 

 

 

 

5 月 26 日（日）14 時から、6 階セミナー室にて、放送

大学での学生生活を先輩学生がサポートする「学習支援の

集い」を開催しました。当日は新入生及び在学生 6名と先

輩学生 3名、所長、事務長が参加しました。参加者からは、

単位認定試験対策、今後の科目選択について、卒業研究や

認定心理士の資格取得について等の様々な質問が寄せら

せ、具体的で的確なアドバイスがありました。 

 

 

 

6 月 16 日（日）10 時から、卒業研究履修を検討している学生を対象としたガイダンスを、

オンライン及び対面（第 1講義室）で、放送大学本部と大阪学習センターとの共催で開催しま

した。 

当日は、まず冒頭の金水所長挨拶で、卒業研究は放送大学卒業のための必修科目ではない

ものの、日ごろの学習をアウトプットできる大学ならではの科目なので可能な方はぜひチャレ

ンジしてほしいとの激励があり、その後、履修手続きについて

本部学生課からオンラインで説明がありました。 

当日は、32 名(Zoom25 名・対面 7 名)の参加があり、最後の

質疑応答では、指導教員の選び方等、申請に向けて準備すべき

こと等具体的な質問が寄せらせ、活発なガイダンスとなりまし

た。 

大阪学習センターで 2024 年度第 1 学期に開催した行事を報告します。 実施報告 

2024 年度第 1 学期 大阪学習センター入学者の集い 

卒業研究履修ガイダンス 

2024 年度第 1 学期 学習支援の集い 

質問に答える先輩学生と金水所長 

集い後のセンターの様子 
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修士チャレンジ勉強会 

金水所長 

(人間発達科学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 

村橋 陽三さん 

 

 

 

6 月 22 日（土）にセミナー室にて、10時から、卒業研究に興味がある学生を対象に「卒研

チャレンジ勉強会」を、13 時からは修士課程への進学を考えておられる学生を対象に「修士チ

ャレンジ勉強会」を開催しました。 

卒研チャレンジ勉強会に 20 名、修士チャレンジ勉強会にも 20 名が参加され、それぞれ 3

名の先輩学生に体験談を発表いただきました。参加者が卒研履修や大学院進学にあたり抱え

ていた様々な疑問点について、先輩学生からは具体的なアドバイスがあり、一緒に考えるこ

とができ、これから積極的にチャレンジを考えられるような会となりまし

た。 

この勉強会は大阪学習センター独自で開催しているもので、今年度発表

された先輩学生も、この勉強会をきっかけにチャレンジを決めたり、一緒に

学習する仲間を見つけられたりさ

れたとのことです。次年度も同時期

に開催予定ですので、興味のある方

はぜひご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

8 月 17 日（土）14 時から実習室において、システム WAKABA

での科目登録が初めての方、操作が苦手な方のための体験会を

開催しました。公認サークル「キャンパス情報倶楽部」所属の全

科履修生 亀井 一夫さん、河原崎 信行さんに学生ならではの視

点からガイダンスにご協力いただき、参加者 6 名で実施しまし

た。参加者は、体験会で不

安だった科目登録が無事

に済み、ホッとした表情を

見せておられました。また、同時に、放送大学無線 LAN

の接続手続きも済ませられ、今後の学習に大変有意義な

体験会となりました。 

次回は 2025 年 2月に開催予定です。 

  

卒研／修士チャレンジ勉強会 

卒研チャレンジ勉強会 

Web 科目登録体験会 

協力いただいたキャンパス 

情報倶楽部の学生    

(人文学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 
濱野 綾さん (社会経営科学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 

鵜塚 健さん 
 

(生活と福祉) 
大井 久里子さん 

(心理と教育) 
緒方 奏さん 

(情報) 
北山 健治さん 
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8 月 3 日（土）及び 25 日（日）の２日間、2024 年 10 月入学を検討されている方のための

オープンキャンパスを開催し、計 23 名の方が参加されました。 

金水所長の挨拶、山本事務長から放送大学の概要と学

習方法の説明の後、放送大学での「まなび」を実際に体

験してもらうため、大阪学習センター客員教授による公

開講座に参加していただきました。 

今年はひと際暑さが厳しい中での開催となりました

が、参加者からは「詳しく話を聞くことができ、学習を

はじめるイメージができた」「実際に足を運び、もやもや

とした不安が払拭された」などの感想が寄せられました。 

 

 

 

 

9 月 15 日（日）、第 17回放大河堀祭「以文会友―学びを通じ

て友に会う―」が開催され、200 名以上の方にご来場いただきま

した。 

残暑厳しいなかでの開催でしたが、14 の公認サークル、大阪

学友・同窓会、実行委員会や個人企画の全 18 イベントが、大阪

学習センター6階・7階会場で活発に展開されました。 

 

  

【講演会】 

講 演 題 目 サークル等団体名 

｢健康の分かれ道｣          講師：久坂部 羊先生（小説家・医師） 実行委員会・大阪 SC 
 

【参加イベント】 

イベント名 サークル等団体名 

 

イベント名 サークル等団体名 

楽しい音楽会 コーラスサークル 旅クラブ展示 旅クラブ 

歌曲の会コンサート 2024 歌曲の会 山カフェ 山歩きの会 

軽音俱楽部コンサート 2024 軽音倶楽部 リラックススペース ”ニイハオ” 中国語サークル『你好』 

ピアノを囲む音楽会 ゆめピアノプロジェクト 初心者向け入門講座、対局、観戦 囲碁・将棋部 

皆で歌おう「と・も・た・ち」 音楽系 3 サークル 模擬店、日用品展示販売等 水の会 

英語の歌をうたう会＆おしゃべり会 放送大学CHAT＆TALK 哲学対話をやってみよう！ 哲学対話サークル 

ウクレレライブとボッチャを通じて楽しみながら交流しよう！  おおさか若者のつどい 成果披露とダンスパーティー 社交ダンスサークル ブルースカイ  

大阪学友・同窓会案内 大阪学友・同窓会 第 18 回美術展 美術部 

癒しの時を キャンパス情報倶楽部  歴史サークル展示 歴史サークル 

大阪学習センターオープンキャンパス  

第 17 回放大河堀祭 

実行委員会/サークル等代表者の皆さん 
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9 月 15 日（日）10 時 30 分から、放大河堀祭メインイベン

トである公開講演会「健康の分かれ道」を開催しました。 

講師に久坂部 羊先生（小説家・医師）をお迎えし、事前申

込みされた 92 名が来場され、会場の第 1 講義室はいっぱいに

なりました。 

講演は、「健康」とは人生における「目的」ではなく、よ

り良く生きるための「手段」に過ぎない、日本人独特の強すぎ

る健康願望が、実際は日常の健康な時間を浪費することにつな

がっており、かえって健康を損ねてしまう場合もあるのではな

いかと、随所にユーモアを交えながらお話くださいました。長年にわたり国内外で医師を務

められたお立場から、参加者が今後の生活の参考になるような身近な話題をわかりやすくお

話くださり、日々老いを感じ、健康に不安を持ちながら生活するのではなく、今を大切に生

きることを改めて考え直す機会になりました。 

ただいま、久坂部先生の最新刊「人はどう悩むのか」 (講談社現代新書)が書店に並んでお

りますので、興味をお持ちの方は、ぜひ手にとってみてください。 

第 17 回放大河堀祭 公開講演会「健康の分かれ道」 

囲碁・将棋部 

軽音倶楽部 

ピアノを囲む音楽会 

水の会 

中国語サークル 

旅クラブ 

キャンパス情報倶楽部 
歌曲の会 

社交ダンスサークル 

大阪学友・同窓会 

おおさか若者のつどい 

哲学対話サークル 

コーラスサークル 

山歩きの会 

CHAT＆TALK 

歴史サークル 
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美術部では、大阪学習センターとの共催で 9 月 15 日(日)から 10月

6 日(日)の間、「第 18回美術展」を開催いたしました。今年の美術展

は、15 名の方から 38作品が出展されました。 

開催期間中は 90名の来場者を迎え、鑑賞いただきました。また、

出展者の功績を讃え、出展作品に対し来場者からアンケートをとり、

優秀な作品を選んでいただきました。受賞作品は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来場者、出展者の皆さま、美術展のご協力ありがとうございました。作品は以前と比べて少な
くなりましたが、良い美術展になったと思います。来年度も美術展が開催できるよう、皆さん
からの作品の応募をお待ちしています。よろしくお願いします。 【美術部代表 萩原経行】 

 

 

 

 

水の会主催で、超人気の～河堀祭『川

柳』に応募しよう！シリーズ ６～を実

施しました。 

川柳のテーマを、河堀祭･放送大学に

関連するエピソードとしましたところ、

多数の応募が有りました。 

作品から、皆さんの河堀祭に対する熱

い熱い思いが伝わってきました。 

皆さんのご応募有難う御座いました。 

右表に入選作品を、写真は河堀祭『川

柳』応募コーナーです。 

 

 

 

 

 

 

【文責：水の会代表 日野 増夫】 

NO. 作      品 作  者 

1 夢を持ち続けて人生を おおせど 

2 河堀祭おにぎり食べてうれしいナー オケイサン 

3 毎年のセンター祭河堀祭 多田和恵 

4 河堀祭秋の一日笑顔なり ふうみん 

5 河堀祭笑顔こぼれる日曜日 能登末梨亜 

6 台風も目こぼしくれた河堀祭 藤代恵子 

7 ゆめのなか深く学ぶや面接授業 井真成姫 

8 放大でまだまだ学ぶ９０才 かずちゃん 

9 皺が増え白髪も増えた知も増やさん シヤオクオ 

10 プーチンもネタニヤフも狂人だ プティペイ 

11 甲子園やきゅうでなく熱中症 あかね 

12 夏クララ猛暑酷暑激暑かな 重田文雄 

13 こぼれ祭老若男女取り揃え 有澤篁 

14 それぞれの生き甲斐キラリこぼれ祭 有澤篁 

15 久しぶり目であいさつの河堀祭 Ｈｉｒｏ 

16 こぼれさい人少ないとぐちこぼれ りゅーちゃ

～河堀祭『川柳』に応募しよう！シリーズ ６～ 

第 18 回美術展 

美術展表彰式 

★ 金賞「柿」 佐々木 泰（選科履修生）  
★ 銀賞 「五月の水辺」平野 昌子（全科履修生）  
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大阪学友･同窓会 多田代表の祝辞 

 

 

2024 年度第 1学期の学位記授与式を大阪学習センター第 1講義室において、9 月 29 日（日）

に執り行い、39名の卒業生の方が参加されました。 

当日は、放送大学岩永学長からのビデオメッセージによる祝辞に続き、大阪

学習センター金水所長の式辞に続き、大阪学習センター西田正吾前所長、大阪

学友・同窓会代表世話人多田和恵さんからお祝いのことばをいただきました。 

卒業生を代表し、名誉学生の称号を受けら

れた加門高志さんが気持ちのこもった答辞を

述べられたあと、式典に臨まれた卒業生の

方々は大きな拍手に包まれながら金水所長よ

りお一人ずつ学位記を授与され、晴れやかな

表情で会場をあとにされました。この度は、

誠におめでとうございます。 

また、本センター卒業生のうち以下 3 名の方に、名誉学生の称号が

付与されましたので、栄誉を称えご紹介いたします。 

笠松 忠、加門 高志、小間坂 光雄、船田 千代美 （順不同・敬称略） 

 

本日、私たち 136 名は、放送大学教養学部の課程を修了し、晴れて卒業

の日を迎えることができました。 

大阪学習センター所長 金水 敏先生をはじめ、ご来賓の皆様のご列席の

もと、このように盛大な学位記授与式挙行していただき、また皆様より心

のこもったご祝辞を頂戴し、ありがたく万感胸に迫るものを感じておりま

す。 

さて、私が放送大学の入学を決意したのは平成 16 年の秋、仕事は順調に

進んでいましたが、日常生活には何か物足りなさを感じていたころでし

た。そこで、高校、大学のころから、関心のあった数学や天文学などの自

然科学分野について学び直したいという気持ちから、「自然と環境コース

（旧自然の理解専攻）」を選択しました。久しぶりに手にした教材に心は

躍り、高揚感を感じたことは今でも記憶に残っています。 

そして、最初のコースの卒業後、より幅広い知識や見聞を広めたいという気持ちから、次の「社会と

産業コース」へ再入学し、以降、放送大学での学びを続け、いつしか私のライフワークの一つとなって

いきました。その中で得られた多様な見識は、仕事にも、また趣味にも、深みと視野の広がりをもたら

してくれました。 

その学びは 20 年間続き、この度「心理と教育コース」の卒業により、教養学部の 6 つのコースを制覇

することができ、名誉学生の称号を授与いただくこととなりました。 

この栄誉は、今後の私の人生において大きな励みと自信につながるものと感じております。しかし、

まだまだ、学び足りないことが多くあるとも感じております。 

私の好きな言葉に「一生勉強 一生青春」という言葉があります。詩人である相田みつ

を氏の言葉です。その意味は、「頭が固くなると、心が固くなり、心が固くなると、感

動、感激がなくなる。一生青春を保つためには、心のやわらかさを保つこと。そのために

は、具体的に何かに打ち込んでいくこと」だそうです。私にとっての、放送大学での勉強

は、「一生勉強」であり、人生そのものが「一生青春」と感じております。 

 

 

2024 年度第 1 学期 大阪学習センター学位記授与式 

西田前所長の祝辞 

卒業生代表の答辞 
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そして、今後も放送大学での学びを続けながら、「勉強とは、こんなにも楽しいものなのか」 

と、これからの人生において交わる人たちに伝えていきたいと思っております。 

最後になりましたが、お世話になりました諸先生方をはじめ、我々の学習環境を整えてくださった事

務所の皆様、本当にありがとうございました。大阪学習センターの益々のご発展を祈念いたしまして、

卒業の挨拶とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。         2024 年度第 1学期 卒業生代表 加門 高志 
 
 

卒業生から喜びの声 

 

情報コース 船田 千代美（名誉学生） 

「放送大学で学んだ 17 年間」 

放送大学に入学して 17 年間多岐にわたり、学び続けることができました。これもひとえに豊富で充実した授

業科目と素晴らしい先生方の講義のおかげと感謝しています。振り返れば、心躍る日々で大変幸せな時間を過

ごすことができました。 

 思えば 60 年前に大学進学が叶わず失意にくれて以来、大学進学は私の人生の大きな目標となり、燃えるよう

な向学心は消えることはありませんでした。50 歳で法政大学に入学を試みましたが、仕事を持っていた私にと

って長距離通学は負担が大きく途中で断念しました。その後放送大学の存在を知り、退職後早速入学しまし

た。教科書を手にした時の喜びは今も忘れることはできません。 

 たくさん興味深い講義がありましたが、特に印象に残っているのは、京都大学附属病院で 10 年間医師をした

後、僧侶になられ、その後、教鞭をとられた奈倉道隆先生の「高齢期のヒューマンケア」の授業です。授業の

内容もさることながら、奈倉先生の穏やかで語りかけるような、内なるものが滲み出たご立派なお姿に「人が

成熟する」とはこのようなことかと、しみじみ感じ入りました。また認定心理士取得の際の統計学には悪戦苦

闘したことも、とても印象深い思い出です。 

この度「名誉学生」の称号を戴いたことは、私の人生にとって大きな一区切りとなりまし

た。これから残された時間、放送大学で学んだことをもとにどのような社会貢献ができる

か、懸命に模索しているところです。 

 最後に、この社会の大きな変革期にあって、誰にでも開かれた放送大学が益々発展されま

すことを祈念致します。 
 
 

情報コース 笠松 忠（名誉学生） 

この度、放送大学から卒業認定のお知らせがありました。2022 年 4 月に 3 年次再入学をし、2024 年度第 1 学

期末で再入学後の単位数が 17 になり、再入学者の卒業要件単位 16 を超えることができ、卒業となりました。 

ありがとうございます。 

放送授業は 12 単位、面接授業は 5 単位で、卒業まで 2 年半かかりました。面接授業「音と音楽への情報学的

アプローチ」は大阪学習センターで開講され、いろんな音楽を聴き楽しかったです。 

先輩、職員の皆様、大変お世話になりました、感謝します、ありがとうございます。 

 

心理と教育コース 荒木 真理子 

私が放送大学のことを知ったのは、もう 30 年以上前のことです。当時、通っていた医療短大の先生から、

卒業後も医療技術を学び続けると共に、教養を身につけた医療技術者になるために、放送大学への入学を勧め

られました。それから何度か入学を検討しましたが、入学には至りませんでした。そして 2020 年、ついに 30

年越しの念願を叶え、放送大学に入学しました。 

「心理と教育コース」での学びは、心理学をさまざまな側面から学べる点が非常に興味深かったです。始め

は臨床心理学に興味がありましたが、次第に基礎心理学への関心が高まり、さまざまな科目を受講しました。

また、面接授業では年配の学生が懸命に学習する姿に刺激を受け、私自身も学ぶ意欲がさらに高まりました。 

2024 年 9 月に「心理と教育コース」を卒業し、10 月からは「生活と福祉コース」に再入学します。新たな

知識を身につけるのが今から楽しみです。 
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心理と教育コース 井上 捷子 

この度、心理と教育コースを卒業いたしました、 

結婚と同時に専業主婦一筋でやってまいりましたが、家事以外の知識、教養を身に着けようと放送大学に入

学しました。 

最初は面接授業の講義を理解してついていけるかどうか不安でいっぱいでしたが、諸先生方が高齢の私にも

解りやすく丁寧にご指導してくださるので、安心して受講できました。 

また、世代を超えた学友もでき、今では時々会っておしゃべりしたり、ランチをしたり、私の楽しみの一つ

になりました。振り返ってみますと、テレビでの放送授業も無理なく自分のペースで学ぶことができ、入学から

卒業まで充実した日々を送ることができました。 

変動する国内外の情勢、文化等に関心をもて、視野が広がりました。 

人生 100 年と申しますが、私にはその年までまだ 20 年もあります。これからも生涯学習として、学び続けた

いと思います。放送大学の先生方、そして職員の皆様、大変お世話になりましたこと、感謝申し上げます。あり

がとうございました。 

 

 

情報コース 中川 芳美 

「頭を鍛えるため」に退職後、放送大学に入学。今回「情報コース」を卒業、あと１コースで全科目完了で

きる。情報コースが難しそうなので、先に持ってきた。科目選びは、なるべく楽そうなのを探した。それでも

手強かった。英語やカタカナの専門用語が出てくると全く理解できない。教科書を数回読み、放送授業も同じ

く、その上 Google のお世話にもなった。やっと、なんとか「修得すべき単位数」を取れてホッとした。 

面接授業で「プログラム言語詰め合わせ」が面白かった。「アルゴロジック」「ドリトル」「Scratch」と

初めての経験。子ども向けのプログラムということだが、なかなか興味深い。終わってからも、自己流でやっ

てみたが難攻する。こういうのを大人にも教えてくれる所があればいいな。「81 歳のプログラマー」若宮正子

さんようになりたい。 

情報コースで、コンピューターの世界に入り学んだことは、わからないながらもこれからの役に立ちそうに

思う。時代の先端を行くというのがうれしい。 

 

 

 

 

 

9 月 27 日（金）に消防訓練を実施しました。 

大阪府下で震度 6強の地震が発生し、あわせて火災が発生し

たとの想定のもと、対策本部の立ち上げ、初期消火のための消

火設備の確認、施設被害状況の確認、逃げ遅れ者の避難誘導、

負傷者の搬送及び関係機関への通報訓練などを行いました。 

短時間の間に発生する様々な事象に対応するために職員

個々の判断でどのような行動を起こす必要があるのかをシミ

ュレーションする機会となりました。 

また、消防訓練終了後には、AED の操作方法を含めた救命講

習を大阪教育大学の協力を得て、実施しました。 

心肺蘇生の手順や AED の使用手順などをセンター職員全員が実演しました。 

 

 

大阪学習センター 消防訓練 
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★10 月 26 日（土）記念講演会を開催します★ 

放送大学同窓会連合会では、各ブロック（大阪は近畿ブロック）持ち回り

で交流会を開催しています。本年は本会（大阪）での開催です。それを記

念して、東京 2020 パラリンピックの銀メダリストの大矢 勇気 氏をお招

きし、講演会を開催します。放送大学関係者だけでなく、一般の方も大歓

迎です。ぜひ、お越しください。 

日時：令和 6年 10月 26 日（土）13 時 30 分から（13時から受付開始） 

場所：大阪学習センター 第一講義室（７階） 

講師：大矢 勇気氏（東京 2020 パラリンピック 陸上競技 100ｍ 銀メダリスト） 

費用：無料 

参加方法：右の QRコードもしくは下記 URL からお申し込みください。 

https://forms.gle/BxAom53Mm2ro5L2w5 

★年度末楽しもう会開催予定です★ 

昨冬に引き続き、今冬に年度末楽しもう会を 2025 年（令和 7 年）の 1 月下旬～2 月頃に開催予定で

す。決まりましたら当会ホームページ・大阪学習センター内掲示板でお知らせします。会員でない学

生の方も歓迎します。 

★卒業祝賀懇親会を開催します★ 

9 月 29 日にささやかながら、卒業祝賀懇親会を開催しました。ありがとうございます。 

2025 年春も皆様が参加できる形式で卒業祝賀懇親会の開催ができるよう準備をすすめています。 

卒業が決定された方には大阪学習センターからのお知らせに同封するとともに、大阪学習センター

の掲示板でお知らせします。 

★バッジ（まなぴー・シンボルマーク）スタンプ帳 web 頒布中★ 

学習センター事務室のご協力により大阪学習センター窓口にもスタンプが配備されています。 

大阪学友・同窓会がスタンプ帳を作成しました。再開した他センターの面接授業のお供にぜひどうぞ。 

放送大学同窓会連合会が作成したバッジ（まなぴー・シンボルマーク）も併せて取扱いしております。 

各 500 円です。大阪学友・同窓会のホームページからお申し込みください。 

★世話人（役員）大募集！ 卒業されていない方も歓迎です★ 

本会運営を担う世話人（役員）を募集しています。イベント企画・ＰＣ事務作業・Ｗｉｘを使ったホ

ームページ更新などをしてみたい方、ぜひご連絡をお待ちしております。 

※基本的には会員のみです。非会員の方は一度ご相談ください。会員も募集中です。 

★Zoom アカウント（時間制限なし）貸出について★ 

放送大学同窓会連合会が提供し、大阪学友・同窓会が所持する有料アカウントがあります。大阪学習

センター所属の学生と大阪学友・同窓会会員の方が利用いただくことが可能です。詳細はお問い合わ

せください。 

大阪学友・同窓会の情報は随時ホームページ（https://oujosakagd.wixsite.com/oujogd 

「大阪学友同窓会」で検索してください。）や学習センター掲示板で提供しております。 

連絡先：oujosakadousoukai@gmail.com 

        【文責：大阪学友・同窓会 副代表世話人(みおつくし担当) 古川 徹】 

【特集】大阪学友･同窓会だより 
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科 目 区 分 種類 担当教員 定員

1 基盤 新・初歩からのパソコン 野瀬　由季子 10月12日(土) ・13日(日) 15

2 専門：心理と教育 心理学実験３ 宮内　哲 10月12日(土) ・13日(日) 18

3 基盤：外国語 由本　陽子 10月12日(土) ・13日(日) 50

4 専門：人間と文化 哲学対話を楽しむ 堀江　剛 10月12日(土) ・13日(日) 50

5 専門：心理と教育 ■ 心理学実験２ 遠藤　信貴 10月19日(土) ・20日(日) 20

6 専門：心理と教育 心理検査法基礎実習 上原　依子 10月19日(土) ・20日(日) 20

7 導入：情報 ■ プレゼンテーション技法 中西　通雄 10月19日(土) ・26日(土) 20

8 専門：生活と福祉 リスクコミュニケーション論 奈良　由美子 10月19日(土) ・20日(日) 70

9 専門：人間と文化 ★ 上方落語の世界 金水　敏 10月22日(火) ・23日(水) 50

10 専門：心理と教育 ■ 心理学実験２ 正田　悠 10月26日(土) ・27日(日) 30

11 専門：人間と文化 漢字学－漢字教育の実践－ 久保　裕之 10月26日(土) 50

佐藤　一好 10月27日(日) 1-2限

大形　徹 10月27日(日) 3ｰ4限

12 専門：自然と環境 ☆ 基礎から学ぼう材料力学 小林　秀敏 10月26日(土) ・27日(日) 40

13 専門：人間と文化 ☆ 文芸創作講座 澤井　繁男 10月27日(日) ・12月15日(日) 10

14 専門：心理と教育 心理学実験３ 谷口　淳一 11月02日(土) ・03日(日) 50

15 専門：人間と文化 日本における方言意識史 澤村　美幸 11月02日(土) ・03日(日) 50

16 専門：情報 ■ 遊びを通して学ぶ情報科学 中野　由章 11月02日(土) ・03日(日) 40

17 専門：心理と教育 ■ 心理学実験１ 林　萍萍 11月09日(土) ・10日日） 25

18 基盤：保健体育 高木　俊 11月09日(土) ・10日(日) 80

19 専門：人間と文化 イギリス小説の世界 米本　弘一 11月09日(土) ・10日(日) 50

20 専門：人間と文化 ★ 橋爪　節也 11月09日(土) ・10日(日) 30

21 専門：情報 ■ 中野　由章 11月16日(土) ・17日(日) 30

22 専門：人間と文化 ★ 現代の美術：その哲学を探る 加藤　義夫 11月16日(土) ・17日日） 50

23 専門：自然と環境 日常生活の化学 佐藤　尚弘 11月16日(土) ・17日(日) 70

24 専門：人間と文化 ★ 「文楽」を鑑賞する 天野　光 11月19日(火) ・20日(水) 50

25 専門：心理と教育 ■ 心理学実験２ 山崎　晃男 11月23日(土) ・24日(日) 30

26 専門：心理と教育 心理検査法基礎実習 上原　依子 11月23日(土) ・24日(日) 20

■ BYOD科目 ★ 学外授業を伴う科目 ☆ 教科書購入が必要な科目

開   講   日科   目   名

健康づくりのための運動生理学

美の感動を生む場所－美術館

職場での会話：男女の差異とは

プログラミング言語各種詰め合せ

 

 

事務室からのお知らせ 
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科 目 区 分 種類 担当教員 定員

27 基盤：保健体育 健康のためのスポーツ科学 島本　英樹 11月23日(土) ・24日(日) 80

28 専門：自然と環境 古典作図 小林　治 11月23日(土) ・24日(日) 50

29 専門：生活と福祉 酒井　規夫 11月30日(土) 80

竹屋　康 12月01日(日)

30 専門：社会と産業 ★ 都市のかたちと空間文化 小浦　久子 11月30日(土) ・12月01日(日) 25

31 専門：人間と文化 コミュニケーション論入門 榎本　剛士 11月30日(土) ・12月01日(日) 70

32 専門：人間と文化 日本語文学への招待 渡邊　英理 11月30日(土) ・12月01日(日) 50

33 専門：心理と教育 ■ 心理学実験１ 林　萍萍 12月07日(土) ・08日(日) 25

34 専門：心理と教育 心理検査法基礎実習 後藤　貴一 12月07日(土) 30

川本　朋 12月08日(日)

35 専門：心理と教育 臨床心理学演習 井村　修 12月07日(土) ・08日(日) 45

36 基盤：外国語 ☆ 佐髙　春音 12月07日(土) ・08日(日) 45

37 専門：人間と文化 ★ 四天王寺信仰を読み解く 一本　崇之 12月07日(土) ・08日(日) 50

38 専門：心理と教育 ■ 心理学実験１ 津崎　実 12月14日(土) ・15日(日) 30

39 専門：生活と福祉 ライフサイクルと健康生活 佐藤　都也子 12月14日(土) ・15日(日) 70

40 専門：社会と産業 長谷川　義仁 12月14日(土) ・15日(日) 70

41 専門：人間と文化 ★ 能の世界を知る 中尾　薫 12月20日(金) ・21日(土) 50

42 専門：心理と教育 心理検査法基礎実習 林　萍萍 12月21日(土) ・22日(日) 50

43 基盤：外国語 ■☆ 金澤　佑 12月21日(土) ・1月11日(土) 30

44 基盤：外国語 ☆ 井元　秀剛 12月21日(土) ・22日(日) 45

45 専門：人間と文化 ボランティアと社会 出口　正之 12月21日(土) ・22日(日) 50

46 専門：心理と教育 人生の発達心理学 白井　利明 1月11日(土) ・12日(日) 50

47 専門：社会と産業 インド経済の歴史と現状 藪下　信幸 1月11日(土) ・12日(日) 80

48 専門：人間と文化 漢字学－漢字の訓と字書－ 久米　裕子 1月11日(土) 50

佐藤　信弥 1月12日(日)

■ BYOD科目 ★ 学外授業を伴う科目 ☆ 教科書購入が必要な科目

科   目   名 開   講   日

人生100年時代；来た道行く道

中国語入門：発音と文法の基礎

市民生活で生じる医事紛争と解決

英語初級：アクティブＬ英会話

フランス語初級（文法・表現編）

 
 

 

科 目 区 分 担当教員 定員

1 専門：心理と教育 橋本　京子 11月14日(木) 30

【2単位科目】　　　 11月21日(木)

11月28日(木)

12月05日(木)

科　目　名

　　 1-2限

開   講   日

心理学実験（基礎）
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90分 120分

土 10:00～ 13:00～ 15:30～ 日 10:00～ 13:00～ 15:30～

5 6 鴋澤　歩 渡邊　英理

12 佐藤　尚弘 13

19 酒井　規夫 小林　秀敏 20 佐藤　都也子

26 白井　利明 榎本　剛士 27 安留　誠吾 小林　治 堀江　剛 

土 10:00～ 13:00～ 15:30～ 日 10:00～ 13:00～ 15:30～

2 3 鴋澤　歩

9 佐藤　尚弘 10

16 酒井　規夫 白井　利明 小林　秀敏 17 佐藤　都也子 小林　治

23 榎本　剛士 24 安留　誠吾

土 10:00～ 13:00～ 15:30～ 日 10:00～ 13:00～ 15:30～

7 渡邊　英理 渡邊　英理 8 鴋澤　歩

14 佐藤　尚弘 15

21 酒井　規夫 白井　利明 小林　秀敏 22 佐藤　都也子 小林　治

28 29

土 10:00～ 13:00～ 15:30～ 日 10:00～ 13:00～ 15:30～

1 2

8 佐藤　尚弘 小林　秀敏 9

15 16 佐藤　都也子 小林　治

22 白井　利明 榎本　剛士 23

土 10:00～ 13:00～ 15:30～ 日 10:00～ 13:00～ 15:30～

1 2 鴋澤　歩

8 佐藤　尚弘 9 渡邊　英理

15 酒井　規夫 小林　秀敏 16 佐藤　都也子

22 白井　利明 榎本　剛士 23 安留　誠吾 小林　治

実施時間

10月

11月

12月

2月

3月

 

 

客員教員

堀江　剛

渡邊　英理

榎本　剛士

長谷川　義仁

鴋澤　歩

白井　利明

入戸野　宏

小林　治

小林　秀敏

佐藤　尚弘

酒井　規夫

佐藤　都也子

安留　誠吾

看護学 “生きる” を支える看護の実践と科学

情報工学 情報ってなに

材料力学（衝撃工学＆植物バイオメカニクス）固体力学アラカルト

化学（高分子化学） ノーベル化学賞と日常生活

小児科学 身近な遺伝学の話

発達心理学 生き方の発達心理学

実験心理学 心理学について考える

幾何学 数学の話題あれこれ

語用論・言語人類学・記号論 言語人類学入門

民法 日常生活で遭遇するかもしれない民事紛争

経済史・経営史 グローバル経済史をドイツから読む

近現代日本語文学 夏目漱石を読む

専門分野 勉強会タイトル

哲学・倫理学 スピノザを読む
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サークル紹介 

放送大学 CHAT AND TALK 

放送大学・旅クラブ 
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囲碁・将棋部 

水の会 
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